
国際文化学部国際文化学科 カリキュラムマップ

ＤＰ

A-2 多様な文化に関

する基礎知識、およ

びその歴史的・思想

的背景に関する幅広

い教養を修得してい

る。

A-3 文化事象につい

て学術的に考察する

ための専門知識と方

法論、および文献読

解に必要な語学力を

修得している。

B-2 多様な媒体から

信頼しうる情報を取

捨選択して適切に活

用できるメディア・

リテラシー、および

異文化理解のために

必要な読解力を身に

つけている。

B-3 読書と議論を通

じて自己の意見を柔

軟に練り上げるため

の思考力と対話力、

およびそれを明確か

つ論理的に表現する

ための文章力と発言

力を身につけている。

C-2 歴史と文化につ

いての知識と思索を

踏まえて研究課題を

自ら設定し、主体的

に考察することがで

きる。

C-3 現代社会におけ

る文化の役割を理解

した上で、異文化間

の相互交流と新たな

文化の創造に寄与す

ることができる。

D-2 自己の価値観に

ついて客観的に反省

できる批判精神、お

よび他者の文化の多

様性を理解し尊重で

きる寛容さを身につ

けている。

D-3 学術を単なる手

段とみなすことなく、

文化を学ぶこと自体

に喜びを見出し、そ

の愉悦を他の人々と

共有することができ

る。

合計

(100％)

ＣＰ

A-2 大学での学修の

前提となる基礎知識

と教養を身につける

ための文化論部門科

目、学部での学修に

共通する諸分野につ

いて理解を深めるた

めの学部共通部門科

目、および資格取得

等のための自由選択

部門科目を1年次より

配置する。

A-3 系やコースでの

学修に必要な専門知

識と方法論を修得す

るために、情報処理

に関する科目を1年次

より、系・コース専攻

部門科目を2年次より、

そして高度な語学力

を涵養するための専

門外国語部門科目を3

年次より、それぞれ

配置する。

B-2 大学での学修の

前提となる基本的な

リテラシーと正確な

読解力を修得するた

めの演習・卒業論文

部門科目（基礎演習）

を1年次に設置する。

B-3 専門的研究に必

要な思索と解釈の力

を養い、その表現と

発信の方法を実践的

に学ぶための演習・

卒業論文部門科目（導

入演習）を2年次に配

置する。

C-2 自己の問題意識

に基づき研究を立

案・遂行するプロセ

スを学ぶための演

習・卒業論文部門科

目（専門演習）を3年

次に、現地での学修

や調査を通じて異文

化を体得するための

自由研究科目を1年次

以降に、それぞれ配

置する。

C-3 学修と異文化体

験の成果を学術論文

へと創造的に昇華し、

その今日的意義を探

るための演習・卒業

論文部門（卒論演習

および卒業論文）を4

年次に配置する。

D-2 多様な文化を学

ぶことを通じて自身

のアイデンティティ

を常に問い直し、柔

軟な世界観を養うた

めの専攻科目（全部

門）を1年次より設置

する。

D-3 教員による研究

成果を教育現場へと

フィードバックし、

学生の知的好奇心と

探究心を刺激し鼓舞

するための専攻科目

（全部門）を1年次よ

り設置する。

ナンバリング 専攻

INC-sem1-101 基礎演習 A 70 15 15 100

INC-sem1-102 基礎演習 B 70 15 15 100

INC-sem2-201 導入演習 A 70 15 15 100

INC-sem2-202 導入演習 B 70 15 15 100

INC-sem3-301 専門演習 A 70 15 15 100

INC-sem3-302 専門演習 B 70 15 15 100

INC-sem4-401 卒論演習 A 70 15 15 100

INC-sem4-402 卒論演習 B 70 15 15 100

INC-sem4-403 卒業論文 70 15 15 100

INC-cul1-103 文化コース基礎論 a 70 15 15 100

INC-cul1-104 文化コース基礎論 b 70 15 15 100

INC-cul1-105 文化コース基礎論 c 70 15 15 100

INC-cul1-106 文化コース基礎論 d 70 15 15 100

INC-cul1-107 文化コース基礎論 e 70 15 15 100

INC-cul1-108 文化コース基礎論 f 70 15 15 100

INC-cul1-109 文化のダイナミズムA 70 15 15 100

INC-cul1-110 文化のダイナミズムB 70 15 15 100

INC-cou2-203 日本文化史A 70 15 15 100

INC-cou2-204 日本文化史B 70 15 15 100

INC-cou2-205 日本文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-206 日本文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-207 日本文学論A 70 15 15 100

INC-cou2-208 日本文学論B 70 15 15 100

INC-cou2-209 東アジア文化交流論A 70 15 15 100

INC-cou2-210 東アジア文化交流論B 70 15 15 100

INC-cou2-211 日本社会論A 70 15 15 100

INC-cou2-212 日本社会論B 70 15 15 100

INC-cou2-213 中国・アジア文化史A 70 15 15 100

INC-cou2-214 中国・アジア文化史B 70 15 15 100

INC-cou2-215 東アジア思想A 70 15 15 100

INC-cou2-216 東アジア思想B 70 15 15 100

INC-cou2-217 中国文学概論A 70 15 15 100

INC-cou2-218 中国文学概論B 70 15 15 100

INC-cou2-219 中国民族文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-220 中国民族文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-221 東アジア文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-222 東アジア文化論B 70 15 15 100
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国際文化学部国際文化学科 カリキュラムマップ

ＤＰ

A-2 多様な文化に関

する基礎知識、およ

びその歴史的・思想

的背景に関する幅広

い教養を修得してい

る。

A-3 文化事象につい

て学術的に考察する

ための専門知識と方

法論、および文献読

解に必要な語学力を

修得している。

B-2 多様な媒体から

信頼しうる情報を取

捨選択して適切に活

用できるメディア・

リテラシー、および

異文化理解のために

必要な読解力を身に

つけている。

B-3 読書と議論を通

じて自己の意見を柔

軟に練り上げるため

の思考力と対話力、

およびそれを明確か

つ論理的に表現する

ための文章力と発言

力を身につけている。

C-2 歴史と文化につ

いての知識と思索を

踏まえて研究課題を

自ら設定し、主体的

に考察することがで

きる。

C-3 現代社会におけ

る文化の役割を理解

した上で、異文化間

の相互交流と新たな

文化の創造に寄与す

ることができる。

D-2 自己の価値観に

ついて客観的に反省

できる批判精神、お

よび他者の文化の多

様性を理解し尊重で

きる寛容さを身につ

けている。

D-3 学術を単なる手

段とみなすことなく、

文化を学ぶこと自体

に喜びを見出し、そ

の愉悦を他の人々と

共有することができ

る。

合計

(100％)

ＣＰ

A-2 大学での学修の

前提となる基礎知識

と教養を身につける

ための文化論部門科

目、学部での学修に

共通する諸分野につ

いて理解を深めるた

めの学部共通部門科

目、および資格取得

等のための自由選択

部門科目を1年次より

配置する。

A-3 系やコースでの

学修に必要な専門知

識と方法論を修得す

るために、情報処理

に関する科目を1年次

より、系・コース専攻

部門科目を2年次より、

そして高度な語学力

を涵養するための専

門外国語部門科目を3

年次より、それぞれ

配置する。

B-2 大学での学修の

前提となる基本的な

リテラシーと正確な

読解力を修得するた

めの演習・卒業論文

部門科目（基礎演習）

を1年次に設置する。

B-3 専門的研究に必

要な思索と解釈の力

を養い、その表現と

発信の方法を実践的

に学ぶための演習・

卒業論文部門科目（導

入演習）を2年次に配

置する。

C-2 自己の問題意識

に基づき研究を立

案・遂行するプロセ

スを学ぶための演

習・卒業論文部門科

目（専門演習）を3年

次に、現地での学修

や調査を通じて異文

化を体得するための

自由研究科目を1年次

以降に、それぞれ配

置する。

C-3 学修と異文化体

験の成果を学術論文

へと創造的に昇華し、

その今日的意義を探

るための演習・卒業

論文部門（卒論演習

および卒業論文）を4

年次に配置する。

D-2 多様な文化を学

ぶことを通じて自身

のアイデンティティ

を常に問い直し、柔

軟な世界観を養うた

めの専攻科目（全部

門）を1年次より設置

する。

D-3 教員による研究

成果を教育現場へと

フィードバックし、

学生の知的好奇心と

探究心を刺激し鼓舞

するための専攻科目

（全部門）を1年次よ

り設置する。

ナンバリング 専攻

INC-cou2-223 アメリカ・太平洋文化史A 70 15 15 100

INC-cou2-224 アメリカ・太平洋文化史B 70 15 15 100

INC-cou3-225 アメリカ思想文化論A 70 15 15 100

INC-cou3-226 アメリカ思想文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-227 アメリカ社会文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-228 アメリカ社会文化論B 70 15 15 100

INC-cou3-229 アメリカ宗教文化論A 70 15 15 100

INC-cou3-230 アメリカ宗教文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-231 ヨーロッパ・地中海文化史A 70 15 15 100

INC-cou2-232 ヨーロッパ・地中海文化史B 70 15 15 100

INC-cou2-233 ヨーロッパ文学論A 70 15 15 100

INC-cou2-234 ヨーロッパ文学論B 70 15 15 100

INC-cou2-235 ドイツ文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-236 ドイツ文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-237 地中海都市文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-238 地中海都市文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-239 地中海宗教文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-240 地中海宗教文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-241 比較文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-242 比較文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-243 現代思想文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-244 現代思想文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-245 比較社会文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-246 比較社会文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-247 文化人類学A 70 15 15 100

INC-cou2-248 文化人類学B 70 15 15 100

INC-cou2-249 比較言語文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-250 比較言語文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-251 表象文化史A 70 15 15 100

INC-cou2-252 表象文化史B 70 15 15 100

INC-cou2-253 表象文化論A 70 15 15 100

INC-cou2-254 表象文化論B 70 15 15 100

INC-cou2-255 表象メディア論A 70 15 15 100

INC-cou2-256 表象メディア論B 70 15 15 100

INC-cou2-257 美学・芸術学A 70 15 15 100

INC-cou2-258 美学・芸術学B 70 15 15 100

INC-cou2-259 芸術文化史A 70 15 15 100
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国際文化学部国際文化学科 カリキュラムマップ

ＤＰ

A-2 多様な文化に関

する基礎知識、およ

びその歴史的・思想

的背景に関する幅広

い教養を修得してい

る。

A-3 文化事象につい

て学術的に考察する

ための専門知識と方

法論、および文献読

解に必要な語学力を

修得している。

B-2 多様な媒体から

信頼しうる情報を取

捨選択して適切に活

用できるメディア・

リテラシー、および

異文化理解のために

必要な読解力を身に

つけている。

B-3 読書と議論を通

じて自己の意見を柔

軟に練り上げるため

の思考力と対話力、

およびそれを明確か

つ論理的に表現する

ための文章力と発言

力を身につけている。

C-2 歴史と文化につ

いての知識と思索を

踏まえて研究課題を

自ら設定し、主体的

に考察することがで

きる。

C-3 現代社会におけ

る文化の役割を理解

した上で、異文化間

の相互交流と新たな

文化の創造に寄与す

ることができる。

D-2 自己の価値観に

ついて客観的に反省

できる批判精神、お

よび他者の文化の多

様性を理解し尊重で

きる寛容さを身につ

けている。

D-3 学術を単なる手

段とみなすことなく、

文化を学ぶこと自体

に喜びを見出し、そ

の愉悦を他の人々と

共有することができ

る。

合計

(100％)

ＣＰ

A-2 大学での学修の

前提となる基礎知識

と教養を身につける

ための文化論部門科

目、学部での学修に

共通する諸分野につ

いて理解を深めるた

めの学部共通部門科

目、および資格取得

等のための自由選択

部門科目を1年次より

配置する。

A-3 系やコースでの

学修に必要な専門知

識と方法論を修得す

るために、情報処理

に関する科目を1年次

より、系・コース専攻

部門科目を2年次より、

そして高度な語学力

を涵養するための専

門外国語部門科目を3

年次より、それぞれ

配置する。

B-2 大学での学修の

前提となる基本的な

リテラシーと正確な

読解力を修得するた

めの演習・卒業論文

部門科目（基礎演習）

を1年次に設置する。

B-3 専門的研究に必

要な思索と解釈の力

を養い、その表現と

発信の方法を実践的

に学ぶための演習・

卒業論文部門科目（導

入演習）を2年次に配

置する。

C-2 自己の問題意識

に基づき研究を立

案・遂行するプロセ

スを学ぶための演

習・卒業論文部門科

目（専門演習）を3年

次に、現地での学修

や調査を通じて異文

化を体得するための

自由研究科目を1年次

以降に、それぞれ配

置する。

C-3 学修と異文化体

験の成果を学術論文

へと創造的に昇華し、

その今日的意義を探

るための演習・卒業

論文部門（卒論演習

および卒業論文）を4

年次に配置する。

D-2 多様な文化を学

ぶことを通じて自身

のアイデンティティ

を常に問い直し、柔

軟な世界観を養うた

めの専攻科目（全部

門）を1年次より設置

する。

D-3 教員による研究

成果を教育現場へと

フィードバックし、

学生の知的好奇心と

探究心を刺激し鼓舞

するための専攻科目

（全部門）を1年次よ

り設置する。

ナンバリング 専攻

INC-cou2-260 芸術文化史B 70 15 15 100

INC-lan3-303 専門外国語（英語）A 70 15 15 100

INC-lan3-304 専門外国語（英語）B 70 15 15 100

INC-lan3-305 専門外国語（中国語）A 70 15 15 100

INC-lan3-306 専門外国語（中国語）B 70 15 15 100

INC-lan3-307 専門外国語（フランス語）A 70 15 15 100

INC-lan3-308 専門外国語（フランス語）B 70 15 15 100

INC-lan3-309 専門外国語（ドイツ語）A 70 15 15 100

INC-lan3-310 専門外国語（ドイツ語）B 70 15 15 100

INC-lan3-311 専門外国語（韓国語）A 70 15 15 100

INC-lan3-312 専門外国語（韓国語）B 70 15 15 100

INC-lan3-313 専門外国語（イタリア語）A 70 15 15 100

INC-lan3-314 専門外国語（イタリア語）B 70 15 15 100

INC-lan3-315 専門外国語（古典語）A 70 15 15 100

INC-lan3-316 専門外国語（古典語）B 70 15 15 100

INC-lan3-317 専門外国語（スペイン語）A 70 15 15 100

INC-lan3-318 専門外国語（スペイン語）B 70 15 15 100

INC-com2-261 現代哲学思想A 70 15 15 100

INC-com2-262 現代哲学思想B 70 15 15 100

INC-com2-263 世界史概論A 70 15 15 100

INC-com2-264 世界史概論B 70 15 15 100

INC-com2-265 日本史概論A 70 15 15 100

INC-com2-266 日本史概論B 70 15 15 100

INC-com2-267 中国史 A 70 15 15 100

INC-com2-268 中国史 B 70 15 15 100

INC-com2-269 アメリカ史A 70 15 15 100

INC-com2-270 アメリカ史B 70 15 15 100

INC-com2-271 ヨーロッパ史A 70 15 15 100

INC-com2-272 ヨーロッパ史B 70 15 15 100

INC-com2-273 宗教学 A 70 15 15 100

INC-com2-274 宗教学 B 70 15 15 100

INC-com2-275 文化社会学A 70 15 15 100

INC-com2-276 文化社会学B 70 15 15 100

INC-com2-277 文化創造論A 70 15 15 100

INC-com2-278 文化創造論B 70 15 15 100

INC-com2-279 人文地理学A 70 15 15 100

INC-com2-280 人文地理学B 70 15 15 100
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国際文化学部国際文化学科 カリキュラムマップ

ＤＰ

A-2 多様な文化に関

する基礎知識、およ

びその歴史的・思想

的背景に関する幅広

い教養を修得してい

る。

A-3 文化事象につい

て学術的に考察する

ための専門知識と方

法論、および文献読

解に必要な語学力を

修得している。

B-2 多様な媒体から

信頼しうる情報を取

捨選択して適切に活

用できるメディア・

リテラシー、および

異文化理解のために

必要な読解力を身に

つけている。

B-3 読書と議論を通

じて自己の意見を柔

軟に練り上げるため

の思考力と対話力、

およびそれを明確か

つ論理的に表現する

ための文章力と発言

力を身につけている。

C-2 歴史と文化につ

いての知識と思索を

踏まえて研究課題を

自ら設定し、主体的

に考察することがで

きる。

C-3 現代社会におけ

る文化の役割を理解

した上で、異文化間

の相互交流と新たな

文化の創造に寄与す

ることができる。

D-2 自己の価値観に

ついて客観的に反省

できる批判精神、お

よび他者の文化の多

様性を理解し尊重で

きる寛容さを身につ

けている。

D-3 学術を単なる手

段とみなすことなく、

文化を学ぶこと自体

に喜びを見出し、そ

の愉悦を他の人々と

共有することができ

る。

合計

(100％)

ＣＰ

A-2 大学での学修の

前提となる基礎知識

と教養を身につける

ための文化論部門科

目、学部での学修に

共通する諸分野につ

いて理解を深めるた

めの学部共通部門科

目、および資格取得

等のための自由選択

部門科目を1年次より

配置する。

A-3 系やコースでの

学修に必要な専門知

識と方法論を修得す

るために、情報処理

に関する科目を1年次

より、系・コース専攻

部門科目を2年次より、

そして高度な語学力

を涵養するための専

門外国語部門科目を3

年次より、それぞれ

配置する。

B-2 大学での学修の

前提となる基本的な

リテラシーと正確な

読解力を修得するた

めの演習・卒業論文

部門科目（基礎演習）

を1年次に設置する。

B-3 専門的研究に必

要な思索と解釈の力

を養い、その表現と

発信の方法を実践的

に学ぶための演習・

卒業論文部門科目（導

入演習）を2年次に配

置する。

C-2 自己の問題意識

に基づき研究を立

案・遂行するプロセ

スを学ぶための演

習・卒業論文部門科

目（専門演習）を3年

次に、現地での学修

や調査を通じて異文

化を体得するための

自由研究科目を1年次

以降に、それぞれ配

置する。

C-3 学修と異文化体

験の成果を学術論文

へと創造的に昇華し、

その今日的意義を探

るための演習・卒業

論文部門（卒論演習

および卒業論文）を4

年次に配置する。

D-2 多様な文化を学

ぶことを通じて自身

のアイデンティティ

を常に問い直し、柔

軟な世界観を養うた

めの専攻科目（全部

門）を1年次より設置

する。

D-3 教員による研究

成果を教育現場へと

フィードバックし、

学生の知的好奇心と

探究心を刺激し鼓舞

するための専攻科目

（全部門）を1年次よ

り設置する。

ナンバリング 専攻

INC-com2-281 地誌学 A 70 15 15 100

INC-com2-282 地誌学 B 70 15 15 100

INC-com2-283 自然地理学A 70 15 15 100

INC-com2-284 自然地理学B 70 15 15 100

INC-com2-285 日本民俗学A 70 15 15 100

INC-com2-286 日本民俗学B 70 15 15 100

INC-com2-287 漢文 A 70 15 15 100

INC-com2-288 漢文 B 70 15 15 100

INC-com2-289 考古学 A 70 15 15 100

INC-com2-290 考古学 B 70 15 15 100

INC-com2-291 古文書学 A 70 15 15 100

INC-com2-292 古文書学 B 70 15 15 100

INC-com2-293 ヨーロッパ・ケルト文化論A 70 15 15 100

INC-com2-294 ヨーロッパ・ケルト文化論B 70 15 15 100

INC-com2-295 比較文化概論A 70 15 15 100

INC-com2-296 比較文化概論B 70 15 15 100

INC-com1-111 社会調査法 70 15 15 100

INC-com2-297 社会調査技法 70 15 15 100

INC-com1-115 量的データ分析論（基礎） 70 15 15 100

INC-com1-116 量的データ分析論（応用） 70 15 15 100

INC-com1-117 統計解析論 70 15 15 100

INC-com1-112 質的データ分析論 70 15 15 100

INC-res1-113 海外語学学修 I 100 100

INC-res1-114 海外語学学修 II 100 100

INC-opt3-404 社会調査実習A 70 15 15 100

INC-opt3-405 社会調査実習B 70 15 15 100

ECO-opt2-320 マクロ経済学 I 100 100

ECO-opt1-321 世界と日本の経済 100 100

IEC-opt2-322 世界経済論 100 100

ILA-opt2-323 国際法 100 100

ILA-opt2-324 国際政治学 100 100

ILA-opt2-325 政治学原論Ⅰ 100 100

ILA-opt2-326 政治学原論Ⅱ 100 100

最高値 100 70 100 70 70 70 15 15

合計 4030 5390 440 140 140 210 2025 2025 14400

比重(％) 28 37 3 1 1 1 14 14
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